
国
鉄
分
割
・
民
営
化
攻
撃
以
上
に
悪

ら
つ
な
、
社
保
労
働
者
全
員
解
雇
・
選

別
再
雇
用
の
暴
挙
に
、
現
場
労
働
者
の

反
乱
が
巻
き
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
恐
れ
た
政
府
・
厚
労
省
と
連

合
・
自
治
労
本
部
の
一
体
と
な
っ
た
闘

争
圧
殺
の
動
き
に
、
不
採
用
と
な
っ
た

労
働
者
の
怒
り
は
爆
発
寸
前
で
す
。

12
月
１
日
、
長
妻
厚
労
相
が
発
表
し

連
合
・
自
治
労
本
部
が
承
認
し
た
の
は

「
分
限
の
恐
れ
の
あ
る
労
働
者
は
、
厚
労

省
お
よ
び
年
金
機
構
の
有
期
非
常
勤
・

准
職
員
に
応
募
し
て
も
い
い
。
但
し
、

合
格
す
る
か
ど
う
か
は
、
一
般
公
募
だ

か
ら
、
保
証
は
し
な
い
。
ヤ
ミ
専
従
は

『
悪
質
だ
か
ら
』
応
募
し
て
も
採
用
し
な

い
」
と
い
う
も
の
。

人
を
コ
ケ
に
す
る
の
も
い
い
加
減
に

し
ろ
！

年
金
破
た
ん
は
歴
代
政
府
に
よ

る
資
金
食
い
つ
ぶ
し
の
結
果
じ
ゃ
な
い

か
。
ど
う
し
て
そ
の
責
任
を
取
ら
さ
れ

て
、
社
保
庁
解
体
＝
職
員
全
員
解
雇
で
、

１
千
名
が
分
限
免
職
の
脅
し
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
労
働
者
の
誇

り
を
奪
い
、
「
土
下
座
す
れ
ば
、
非
常
勤

に
応
募
し
て
も
い
い
」
な
ど
と
い
う
の

を
、
ど
う
し
て
許
せ
る
か
！

こ
れ
が
小
沢
・
鳩
山
政
権
の
本
質
。

そ
し
て
そ
の
奴
隷
頭
と
し
て
ふ
る
ま
う

連
合
・
自
治
労
幹
部
の
腐
っ
た
姿
で
す
。

１
月
１
日
発
足
の
日
本
年
金
機
構
の

労
働
条
件
は
、
最
悪
で
す
。
賃
金
は
、

社
保
庁
時
か
ら
あ
ら
か
じ
め
３
％
減
、

年
功
賃
金
廃
止
。
手
当
も
大
幅
削
減
か

廃
止
。
年
休
・
病
休
日
数
は
切
り
下
げ
、

無
給
化
。
変
形
労
働
時
間
制
導
入
。
年

金
機
構
・
准
職
員
は
最
長
７
年
、
厚
労

省
・
非
常
勤
は
最
長
２
年
３
カ
月
で
雇

い
止
め
。
月
給
10
万
ち
ょ
っ
と
。

ま
さ
に
、
民
営
化
に
よ
る
全
員
解
雇
・

選
別
再
雇
用
の
も
と
で
の
賃
下
げ
と
労

働
強
化
の
強
制
。
民
主
党
政
権
下
で
、

こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
道
州
制
・
丸
ご
と

民
営
化
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
標
準
）
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
攻
撃
を
や
す
や
す
と
受
け
入

れ
ら
れ
る
か
。
私
た
ち
は
奴
隷
じ
ゃ
な

い
。
現
場
を
回
し
て
い
る
の
は
、
年
収

数
千
万
の
理
事
や
連
合
幹
部
じ
ゃ
な
い
。

闘
う
団
結
こ
そ
力
。
労
働
者
の
力
を
見

せ
つ
け
て
や
ろ
う
で
は
な
い
で
す
か
。

年
金
機
構
か
ら
不
採
用
通
知
を
受
け

た
全
国
社
保
労
組
・
福
山
分
会
の
平
口

さ
ん
の
「
社
保
の
仲
間
は
、
解
雇
絶
対

反
対
で
闘
お
う
」
の
呼
び
か
け
に
、
全

国
か
ら
多
く
の
労
働
者
が
結
集
を
は
じ

め
ま
し
た
。

国
・
マ
ス
コ
ミ
を
あ
げ
た
社
保
庁
攻

撃
に
加
え
、
本
来
闘
う
べ
き
労
働
組
合

が
当
局
の
手
先
と
な
っ
て
闘
争
の
圧
殺

に
回
る
中
で
、
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
、

広
島
県
内
で
も
３
人
の
労
働
者
が
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
は

そ
の

50
倍
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
多
く
の
組
合
員
が
病
気
休
職
や
自
主

退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ

ぎ

２
０
０
人
の
自
殺
者
、
20
万
人
の
退

職
者
を
出
し
た
国
鉄
分
割
・
民
営
化
攻

撃
と
同
じ
で
す
。
こ
れ
以
上
、
労
働
者

の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
、
本
当
に

そ
ん
げ
ん

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
抑
え
込
ま
れ

て
き
た
労
働
者
の
怒
り
を
、
一
つ
に
し

て
爆
発
さ
せ
る
と
き
で
す
。

社
保
労
働
者
の
み
な
さ
ん
。
「
辞
表
を

叩
き
つ
け
る
」
の
は
、
当
局
の
思
う
ツ

ボ
。
団
結
し
て
闘
い
ま
し
ょ
う
。

全
労
働
者
の
力
で
、
社
保
労
働
者
の

解
雇
絶
対
反
対
を
闘
い
、
民
営
化
・
外

注
化
粉
砕
、
賃
下
げ
・
労
働
強
化
＝
団

結
破
壊
を
ぶ
っ
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。
職

場
に
闘
う
労
働
組
合
を
よ
み
が
え
ら
せ

ま
し
ょ
う
。
１
・
４
に
総
結
集
し
よ
う
！

２００９年

１２月７日
発行

現
場
の
反
乱
恐
れ
、
厚
労
省
と

連
合
・
自
治
労
本
部
一
体
で
、

不
採
用
労
働
者
の
屈
服
を
迫
る

不
採
用
通
知
を
撤
回
し
、
希
望
者
全
員
を
正
規
職
員
と
し
て
採
用
し
ろ
！

自
治
体
職
場
・
社
会
保
険
職
場
で
働
く
す
べ
て

の
み
な
さ
ん
！

来
年
１
月
１
日
、
社
会
保
険
庁

の
解
体
＝
特
殊
法
人
・
日
本
年
金
機
構
設
立
で
、

正
規
職
員
数
百
名
の
分
限
免
職
、
非
正
規
雇
用
数

千
名
の
雇
い
止
め
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

年
金
破
綻
は
労
働
者
の
責
任
じ
ゃ
な
い
！

ど

は

た

ん

う
し
て
首
な
ん
だ
！

な
に
が
「
解
雇
さ
れ
た
く

な
か
っ
た
ら
も
っ
と
働
け
」
、
「
月
給
10
万
ち
ょ
っ

と
の
非
常
勤
で
よ
け
れ
ば
応
募
し
ろ
」
だ
!!

こ
れ
を
許
し
た
ら
、
次
は
公
務
員
３
６
０
万
人

首
切
り
の
道
州
制
・
丸
ご
と
民
営
化
で
す
。
全
労

働
者
の
団
結
で
、
解
雇
絶
対
反
対
を
闘
お
う
！

年
金
機
構
の
労
働
条
件
は
最
悪
。

こ
れ
が
民
営
化
の
攻
撃
だ
。
現

場
で
闘
え
ば
、
ぶ
っ
飛
ば
せ
る

＊私たち労組交流センターは、職場の怒りと団結を基礎に、闘う労働組合の再生を呼びかけています。ビラを読んだご意見やご感想、職場に関する情報をお寄せください。

１１月２９日、不採用者を排除した「日本年金機構」新労組結成に対して、、抗議のビラ入

れ・申し入れ行動に全国の仲間が決起。解雇絶対反対で闘おうと訴える（日本教育会館）

国鉄１０４７名解雇撤回！ 外注化阻止！

派遣法・非正規雇用撤廃！ １０春闘勝利！

首切りと賃下げの民主党・連合政権打倒！

社保労働者の解雇・雇い止め

＝労組破壊絶対反対！

希望者全員を正規職採用しろ！

●１月４日(月)１８時半～東京都内

●主催

労組交流センター自治体労働者部会

平
口
さ
ん
に
続
き
、
解
雇
絶
対

反
対
！

自
主
退
職
拒
否
し
、

団
結
し
て
闘
お
う
！

全
国
の
職
場
に
怒
り
広
が
る
。

電
話
・
メ
ー
ル
が
続
々
入
り
、

署
名
も
拡
大
。
団
結
こ
そ
力
だ



11
月

29
日
、
日
本
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ

た
「
日
本
年
金
機
構
職
員
労
働
組
合
」
結
成

大
会
は
、
新
機
構
に
不
採
用
と
さ
れ
た
全
国

社
保
労
組
組
合
員
を
排
除
し
て
強
行
さ
れ
ま

し
た
。
２
月
下
旬
と
さ
れ
る
全
国
社
保
労
組

の
解
散
大
会
を
前
に
、
す
で
に
分
会
レ
ベ
ル

で
組
合
解
散
が
ど
ん
ど
ん
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

分
限
免
職
と
な
る
組
合
員
を
切
り
捨
て
る

の
か
。
そ
う
ま
で
し
て
、
解
雇
撤
回
闘
争
を

つ
ぶ
そ
う
と
い
う
の
か
。
解
雇
さ
れ
た
組
合

員
を
守
ら
ず
し
て
、
な
ん
の
組
合
か
。
組
合

自
ら
が
組
合
員
の
団
結
破
壊
を
行
い
、
解
散

ま
で
し
て
し
ま
う
。
組
合
幹
部
は
、
当
局
と

の
取
引
で
厚
労
省
の
職
を
得
る
。
こ
ん
な
こ

と
が
許
さ
れ
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国

で
弾
劾
の
声
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

「
闘
っ
て
も
勝
て
な
い
」、
労
組
幹
部
の
腐
っ

た
奴
隷
思
想
は
、
現
場
の
怒
り
で
叩
き
壊
す

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
の
切
り
捨
て

を
許
さ
な
い
！

02
年
５
・
27
国
労
臨
時
大
会

を
め
ぐ
っ
て
、
解
雇
撤
回
闘
争
の
継
続
を
求

め
た
反
対
派
に
対
し
て
か
け
ら
れ
た
「
暴
力

行
為
等
処
罰
法
（
暴
処
法
）
」
弾
圧
の
７
年
越

し
の
裁
判
に
お
い
て
、
11
月

27
日
、
こ
れ
を

粉
砕
す
る
画
期
的
勝
利
判
決
を
か
ち
と
り
ま

し
た
。
暴
処
法
と
は
、
労
働
組
合
な
ど
集
団

で
お
こ
な
う
行
為
を
犯
罪
と
す
る
戦
前
以
来

の
悪
名
高
い
争
議
弾
圧
法
で
す
。
東
京
地
裁

は
、
国
労
本
部
に
よ
っ
て
売
り
渡
さ
れ
被
告

と
さ
れ
た
国
労
組
合
員
ら
の
闘
い
の
正
義
性

ゆ
え
に
、
実
質
上
の
無
罪
判
決
を
言
い
渡
さ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

労
働
組
合
が
解
雇
撤
回
を
闘
う
の
は
当
然

で
す
。
現
場
に
い
る
全
労
働
者
が
、
解
雇
さ

れ
た
労
働
者
と
一
体
と
な
っ
て
闘
え
ば
、
敵

を
打
ち
負
か
す
こ
と
だ
っ
て
可
能
で
す
。

今
や
大
恐
慌
下
で
、
資
本
に
よ
る
大
失
業

攻
撃
が
全
労
働
者
に
襲
い
か
か
っ
て
い
ま
す
。

解
雇
撤
回
、
民
営
化
・
外
注
化
阻
止
は
、

日
本
の
６
千
万
労
働
者
、
全
世
界
の
労
働
者

の
共
通
の
闘
い
と
な
り
ま
し
た
。

国
鉄
分
割
・
民
営
化
以
来
、
23
年
間
に
わ

た
っ
て
闘
い
続
け
ら
れ
て
き
た
国
鉄
１
０
４

７
名
闘
争
、
Ｊ
Ｒ
検
修
全
面
外
注
化
阻
止
決

戦
を
闘
う
動
労
千
葉
の
闘
い
は
、
全
労
働
者

の
先
頭
を
行
く
闘
い
で
す
。

民
主
党
・
連
合
政
権
を
支
え
、
首
切
り
・

賃
下
げ
に
全
面
協
力
す
る
連
合
自
治
労
・
社

保
労
組
幹
部
か
ら
労
働
組
合
を
取
り
戻
そ
う
。

10
春
闘
ゼ
ネ
ス
ト
に
攻
め
の
ぼ
ろ
う
！

国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

Ｊ
Ｒ
全
面
外
注
化
阻
止
！

首
切
り
・
賃
下
げ
絶
対
反
対
！

労
組
の
原
点
に
返
り
、
10
春
闘
へ

首
を
切
ら
れ
た
組
合
員
を
見
捨
て
る

の
か
！

労
組
本
部
に
抗
議
あ
が
る

１１月１１～２７日にかけて

９日間、行政刷新会議が「事業

仕分け」を行った。「９５兆円

に膨れ上がった来年度概算要求

を絞り込む」として大々的に行

われた事業仕分けの本質は、

「国民運動」として新自由主義

攻撃を貫徹していく究極の民営

化攻撃であり、公務員労働者の

大量首切りと賃下げ・労組破壊、

道州制攻撃だ。

国鉄攻撃「ヤミ・カラ」キャ

ンペーンの手法使う

事業仕分けは、「国民動員」

の大パフォーマンスとして行わ

れた。傍聴希望者は９日間で２

万人近く。インターネットでの

同時中継のアクセス数はのべ２

７０万件と宣伝された。

１９８０年代の国鉄分割・民

営化攻撃では、マスコミ総動員

の「ヤミ手当・カラ出張」キャ

ンペーンで「国鉄赤字は国鉄労

働者のせい」とする攻撃を行っ

た。今回、これをさらに大がか

りに、あたかも「国民運動」の

ように展開した。事業仕分けそ

のものには、日本共産党を含め

全政党が賛成。その圧力で、廃

止や見直し対象とされた職場の

労働者の抵抗を暴力的に封じ込

めようとしているのだ。

渦巻く現場の怒りを爆発さ

せて闘おう

事業仕分けで廃止や見直しと

判定された職場では、すでに

「自分たちは社保庁に続いて、

職場がなくなり、分限免職され

るのか？」、「組合方針で民主党

に投票した結果がこれか！」と

いう怒りが渦巻いている。

このまま、首を切られてたま

るか。全国の職場のいたるとこ

ろで、公務員労働者の大反乱が

起こることは必至だ。

核心は、闘う労働組合をよみ

がえらせることだ。

これまでの、自治体での事業

仕分け攻撃は、組合が協力する

か、無為無策を決め込むことで

成り立ってきた。労働者の団結

にかけきって闘えば、こんな乱

暴でデタラメな攻撃は絶対に打

ち破ることができる。

動労千葉が、当局のむちゃく

ちゃな合理化攻撃に対して、安

全の問題をえぐり出し、反合理

化・運転保安闘争として闘い勝

利を勝ち取ってきた歴史に学ぼ

う。全職場で絶対反対で闘おう！

団
結
し
て
闘
え
ば
勝
て
る
！

１
０

４
７
名
解
雇
撤
回
か
け
た
国
労
臨

時
大
会
・
暴
処
法
弾
圧
を
粉
砕
！

解
雇
撤
回
・
外
注
化
阻
止
は
６
千

万
労
働
者
共
通
の
闘
い
と
な
っ
た

平口さん先頭に、日本年金機構労組結成大会に対し、「新機構に『不採用』、

『雇い止め』とされた労働者の加入を認める」ことを求め、申し入れ(11/29)


